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東
京
地
評
も
加
わ
る
東
京
春
闘
共
闘
会
議
は
①
自
治
体
非
正
規

労
働
者
の
処
遇
改
善
、
②
自
治
体
発
注
の
業
務
委
託
・
指
定
管
理

・
公
共
工
事
で
働
く
労
働
者
の
労
働
条
件
の
改
善
、
公
契
約
（
制

定
自
治
体
に
つ
い
て
は
適
正
な
運
用
）、③
中
小
企
業
支
援
策
と
地

域
経
済
振
興
策
の
拡
充
、
を
求
め
て
毎
年
1
〜
2
月
を
中
心
に
自

治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
と
銘
打
っ
て
、
都
内
各
自
治
体
の
関
係
部
署
と

懇
談
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
2
0
2
2
年
は
18
回
目
の
自
治
体
キ

ャ
ラ
バ
ン
と
な
り
ま
す
。
5
自
治
体
で
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

区に要望する中村本部委員長と杉並支部の仲間

1
月
19
日
、
杉
並
区
役
所
で
の

杉
並
区
と
の
懇
談
は
、
東
京
春
闘

の
側
か
ら
は
9
人
（
東
京
土
建
は

4
人
）
、
区
側
は
人
事
課
、
経
理

課
契
約
係
、
地
域
振
興
課
か
ら
6

人
の
出
席
で
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
1
に
関
し
て
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
の
補
足
と
し

て
、
区
側
は
会
計
年
度
任
用
職

員
、
臨
時
・
非
常
勤
職
員
は
「
大

事
な
仲
間
」
と
認
識
し
、
区
財
政

の
許
す
限
り
の
待
遇
改
善
を
行
な

っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し

た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
の

雇
止
め
は
な
く
、
今
後
も
な
い
よ

う
に
し
た
い
と
も
話
し
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
2
に
関
し
て
は
東
京

土
建
の
参
加
者
が
積
極
的
に
発

言
。
公
契
約
条
例
で
は
区
発
注
工

事
現
場
で
の
コ
ロ
ナ
休
工
が
あ
っ

た
場
合
の
補
償
を
求
め
る
と
、
区

側
は
休
工
は
ま
だ
な
い
が
、
発
生

し
た
場
合
国
の
指
導
に
従
い
対
応

す
る
と
答
え
、
委
託
事
業
の
中
止

し
た
ケ
ー
ス
で
は
代
替
業
務
を
行

な
っ
て
も
ら
い
、
雇
用
を
維
持
し

た
と
も
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、

公
契
約
現
場
に
従
事
す
る
労
働
者

が
賃
金
の
下
限
額
を
下
回
っ
た
場

合
、
申
し
出
し
や
す
い
環
境
を
作

る
こ
と
、
た
と
え
ば
区
独
自
の
ポ

ス
タ
ー
作
製
を
再
度
要
望
す
る

と
、
区
側
は
「
条
例
の
趣
旨
が
わ

か
り
や
す
い
よ
う
に
」
と
言
っ

て
、
で
き
上
が
っ
た
ば
か
り
の
ポ

ス
タ
ー
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
東
京
土
建
の
出
席
者
か

ら
、
耐
震
化
の
た
め
の
火
災
報
知

機
の
取
り
付
け
か
ら
約
10
年
が
経

過
し
、
老
朽
化
が
懸
念
さ
れ
る
な

か
で
付
け
替
え
が
必
要
で
あ
る
こ

と
、
解
体
工
事
現
場
で
の
ア
ス
ベ

ス
ト
飛
散
対
策
の
徹
底
、
石
綿
含

有
物
撤
去
工
事
へ
の
公
費
補
助
な

ど
も
要
望
し
ま
し
た
。

公
契
約
条
例
周
知
た
め
の
独
自

ポ
ス
タ
ー
作
製
実
現
な
ど
、
自
治

体
へ
の
働
き
か
け
の
前
進
が
確
認

で
き
る
懇
談
と
な
り
ま
し
た
。

1
月
17
日
、
江
戸
川
区
役
所
で

東
京
春
闘
共
闘
会
議
（
以
下
、
春

闘
共
闘
）
が
中
心
に
な
っ
て
、
江

戸
川
区
と
の
懇
談
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
春
闘
共
闘
か
ら
は
14
人
、

江
戸
川
区
か
ら
は
総
務
、
Ｄ
Ｘ
推

進
、
用
地
整
理
、
保
健
推
進
、
職

員
な
ど
10
の
課
か
ら
課
長
ク
ラ
ス

の
職
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
1
に
関
し
て
は
、
コ

ロ
ナ
禍
が
事
実
上
第
6
波
と
い
う

な
か
で
、
臨
時
職
員
等
の
増
員
の

計
画
は
あ
る
の
か
と
問
い
ま
し
た

が
、
区
と
し
て
は
状
況
を
見
な
が

ら
で
は
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
増

員
で
は
な
く
内
部
で
の
配
置
の
異

動
で
対
応
す
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
ま
た
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
、

東
京
都
で
は
専
門
的
人
材
を
採
用

し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
江
戸
川
区

は
職
員
を
増
や
す
の
か
と
の
質
問

に
、
ま
だ
そ
の
計
画
は
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
2
で
は
、
東
京
土
建

江
戸
川
支
部
の
釜
谷
邦
朗
書
記

長
、
池
田
創
書
記
次
長
が
発
言
。

昨
年
10
月
に
施
行
さ
れ
た
公
契
約

条
例
で
の
公
共
工
事
が
現
時
点
で

ま
だ
な
い
こ
と
を
ふ
ま
え
、
行
政

に
よ
る
従
事
者
の
賃
金
実
態
調

査
、
未
熟
練
工
と
技
能
工
の
区
別

の
基
準
の
明
確
化
、
現
場
で
の
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
設
置

な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

1
月
21
日
、
中
清
戸
地
域
市
民

セ
ン
タ
ー
で
清
瀬
市
と
の
懇
談
が

行
な
わ
れ
、
東
京
春
闘
か
ら
は
11

人
（
東
京
土
建
は
5
人
）
、
清
瀬

市
か
ら
は
職
員
課
、
情
報
政
策

課
、
総
務
課
、
生
活
健
幸
課
な
ど

か
ら
9
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
化
で
は
、
東
京
春
闘

側
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
に
も
絡
め
て
、
「
デ
ジ
タ
ル
難

民
」
へ
の
配
慮
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
徹
底
を
要
望
し
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
2
で
は
、
東
京
春
闘

側
は
他
自
治
体
で
の
公
契
約
条
例

の
広
が
り
・
深
化
、
ま
た
建
設
業

の
賃
金
実
態
を
説
明
し
、
公
契
約

条
例
の
制
定
を
要
望
し
ま
し
た

が
、
市
側
は
地
元
業
者
の
育
成
を

第
一
に
考
え
る
、
入
札
で
も
条
例

を
制
定
す
れ
ば
煩
雑
に
な
り
、
地

元
業
者
の
「
首
を
絞
め
る
」
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
、
条
例
に
よ
ら

な
い
「
改
善
」
を
当
面
は
め
ざ
し

た
い
と
、消
極
的
な
回
答
で
し
た
。

東
京
春
闘
側
は
、
近
隣
5
市
と
の

「
研
究
」
の
し
ん
ち
ょ
く
状
況
の

説
明
を
求
め
る
と
と
も
に
再
度
、

条
例
の
検
討
を
要
望
し
ま
し
た
。

１０
周
年
記
念

行
事
へ
の
協
力

を
依
頼
―
渋
谷

【
渋
谷
・
書
記
・
田
中
徹
記
】

1
月
19
日
、
2
年
ぶ
り
に
渋
谷
区

で
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
開
催
さ

れ
、
6
団
体
9
人
（
渋
谷
支
部
3

人
）
が
参
加
し
懇
談
し
ま
し
た
。

渋
谷
支
部
か
ら
は
、
渋
谷
区
公

契
約
条
例
（
以
下
：
条
例
）
に
つ

い
て
、
条
例
制
定
当
時
か
ら
要
望

し
て
き
た
「
自
治
体
に
よ
る
現
場

賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
以
下
：

調
査
）
の
意
向
」
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

契
約
課
課
長
よ
り
「
今
年
度
、

初
め
て
調
査
を
予
算
化
し
た
。
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
で
開
催
が
見
通
せ

な
い
が
、
次
年
度
も
調
査
に
つ
い

て
予
算
を
確
保
し
た
い
」
と
の
回

答
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
よ
り
具
体

的
で
前
向
き
な
姿
勢
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
調

査
の
実
施
や
改
善
が
さ
れ
る
こ
と

で
、
従
事
者
の
賃
金
引
き
上
げ
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
秋
に
渋
谷
支
部
で

予
定
す
る
条
例
制
定
10
周
年
記
念

行
事
の
協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。

条
例
が
、
今
で
は
東
京
12
、
全
国

70
を
超
え
る
自
治
体
ま
で
広
が
っ

て
い
ま
す
。
最
終
的
に
は
国
や
東

京
都
に
公
契
約
法
、
条
例
を
作
ら

せ
る
運
動
の
推
進
に
、
力
を
貸
し

て
ほ
し
い
と
要
請
し
ま
し
た
。

懇談にのぞむ白滝副議長（前列右から
2人目）、東京春闘のメンバー発言する小坂常任中執

足
立
区
役
所
で
、
1
月
17
日
に

懇
談
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
東
京

春
闘
は
東
京
地
評
の
白
滝
副
議
長

を
は
じ
め
7
人
、
足
立
区
か
ら
は

契
約
課
長
や
企
画
経
営
支
援
課
長

な
ど
7
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
2
に
関
し
て
、
公
共

性
の
高
い
福
祉
バ
ス
事
業
に
お
け

る
従
業
員
の
処
遇
が
改
善
さ
れ
な

い
問
題
で
、
当
該
組
合
副
委
員
長

よ
り
「
世
田
谷
の
よ
う
に
公
契
約

条
例
的
な
あ
て
は
め
方
で
、
会
社

を
指
導
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
」
と

要
望
。
契
約
課
長
は
、
区
の
郊
外

施
設
の
賃
上
げ
事
例
な
ど
に
ふ
れ

な
が
ら
「
条
例
適
用
の
拡
大
が
可

能
か
ど
う
か
、
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

全
印
総
連
東
京
地
連
か
ら
は
「
印

刷
出
版
の
発
注
を
公
契
約
条
例
の

中
に
加
え
て
」
と
発
言
が
あ
り
、

公
契
約
条
例
を
柱
に
据
え
た
処
遇

改
善
の
議
論
が
、
「
建
設
」
に
と

ど
ま
ら
ず
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
は
「
経
済

再
始
動
下
で
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
流

行
で
あ
り
、状
況
の
注
視
が
必
要
。

消
費
喚
起
策
の
拡
充
な
ど
の
視
点

で
対
策
を
考
え
て
い
き
た
い
」
と

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

改善議論を拡大
条例を柱に据えて

従
事
者
へ
の
制
度
周
知
に

杉並

ポ
ス
タ
ー
作
製
実
現

足
立

技
能
区
分
の
明
確
化
と

江戸川

賃
金
調
査
を
要
望

業
者
育
成
だ
け
で
な
く

清瀬

積
極
的
な
検
討
を

求

人

求

職


